
Ｑ．MF-2200D をお選びいただいた
　　理由を教えて下さい。

 私たちは文部科学省の 『革新的イノベーション
 創出プログラム』 に基づき新型の 3D プリンタを
 開発していますが、 その試作実験用に国産の
 3D プリンタを探していました。 そこで、 サイズ感
 や構造などが求めている条件にぴったりだった
 MF-2200D を知り、 採用することにしました。

Ｑ．どのように活用されていますか？
　　
 プログラムの一環として、 独自に開発したモデリングツールやツールパス生成ソフトを用いて
 建築分野や介護用の義肢などの内部構造の研究に使っています。 出力物の強度や
 柔軟性はその内部構造によって変化するので、 様々な形にモデリングする必要があります。
 MF-2200D では、 なるべく材料を多く使わずに、 また複数の材料を組み合わせて最適な
 強度を得られる構造をサンプル出力して探究しています。

Ｑ．使用されて良かった点はありますか？

 ２ヘッドが独立に操作できるという点では、 国内唯一の製品です。
 オリジナルのパス生成ソフトでデータの出力を試すことができ、 オリジナルソフトの検証がで
 きるので研究の幅が広がります。 また、 MUTOH は国内で生産 ・ サポートを行っているため
 メンテナンスや部品の交換などの対応が早くて助かります。

Ｑ．弊社へのご要望があればお願いします。

 当ラボでは学生たちも 3D プリンタを活用して勉強しています。
 いまはミニチュアサイズのサンプルを製作していますが、 実際の身体スケールで造形出力
 できる 3D プリンタがあると学生たちの研究もより深まるのではないかと考えています。
 また世界レベルでは日進月歩でスライサーソフトなどが開発されており、 それらをいち早く

 取り入れていただけると研究教育の現場ではありがたいです。
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